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聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

・「ありがとう！グラスホッパー」公演で学生が活躍
・“減CO2（げんこつ）どんぐり作戦”
―どんぐりでCO2を減らします― 附属第二幼稚園
・ピーターラビットアワード“マイecoアイデア”コンテスト
銅賞受賞！！ 人間栄養学科

・学生が描いた市川市動植物園の
巨大動物壁画が完成！

・第45回 聖徳祭
創～みんなで広げる笑顔の和～
「みんなの笑顔」いただき、大盛況！

聖徳大学・聖徳大学短期大学部
・学生の海外研修リポート

中国研修旅行を終えて
・聖徳にこにこまつり 幼児教育専門学校
・マーチングバンド千葉県大会金賞受賞
千葉県代表として2年連続関東大会出場

附属中学校・高等学校
・幼稚園で光った笑顔～一輪車パレード～

附属小学校
・こころつなぐエコキャップ運動　 附属幼稚園
・聖徳介護福祉士研究会（SKK）
平成21年度第2回公開講演会のご案内
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十
月
十
日（
土
）・
十
一
日

（
日
）、
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

劇
場
に
て
行
わ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
あ
り
が
と
う
！
グ
ラ

ス
ホ
ッ
パ
ー
」
東
京
公
演
に
、

本
学
学
生
が
出
演
し
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
主

演
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
番
組

「
で
き
る
か
な
」
の
ノ
ッ
ポ

さ
ん
役
で
有
名
な
俳
優
の
高

見
の
っ
ぽ
さ
ん
で
す
。

ま
た
、「
で
き
る
か
な
」
の

ゴ
ン
太
君
の
生
み
の
親
で
も

あ
る
美
術
担
当
の
枝
常
弘
さ

ん
、
お
ば
虫
さ
ん
役
の
出
演

者
で
今
回
の
手
話
振
付
担
当

で
も
あ
る
古
家
貴
代
美
さ
ん
を

事
前
に
大
学
で
の
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、
枝
常
さ
ん
か
ら
は

子
ど
も
と
一
緒
に
創
造
す
る
パ

ネ
ル
ア
ー
ト
を
、
古
家
さ
ん
か

ら
は
手
話
と
歌
を
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
二
人
の
分
か

り
や
す
い
説
明
の
お
か
げ
で
、

学
生
は
楽
し
み
な
が
ら
練
習
、

美
術
製
作
に
臨
み
ま
し
た
。

そ
の
せ
い
か
、
本
番
さ
な
が

ら
の
緊
張
感
た
だ
よ
う
リ
ハ
ー

サ
ル
で
も
、
学
生
か
ら
は
「
楽

し
か
っ
た
。
本
番
が
楽
し
み
」

と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
本
番
で
は
、
多
く
の
観

客
が
見
守
る
中
、
会
場
の
雰
囲

気
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
堂
々
と

し
た
演
技
で
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
溢
れ

る
、
虫
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
手
作
り

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
は
、
と
て
も
か

わ
い
ら
し
く
、
学
生
一
人
ひ
と

り
の
個
性
が
出
て
い
ま
し
た
。

劇
場
ロ
ビ
ー
で
は
大
パ
ネ
ル

の
前
で
子
ど
も
た
ち
に
、
紙
で

赤
と
ん
ぼ
、
コ
ス
モ
ス
を
作
っ

た
り
、
ち
ぎ
っ
て
作
っ
た
雲
の

形
か
ら
動
物
な
ど
を
連
想
す
る

遊
び
を
教
え
、
大
好
評
で
し
た
。

学
生
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
参

加
し
た
こ
と
は
、
今
後
の
学
生

生
活
や
就
職
活
動
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

十
月
十
三
日（
火
）、
晴
れ
た

秋
空
の
下
、
附
属
幼
稚
園
、
附
属

第
二
幼
稚
園
の
三
歳
児
合
同
で

「
二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
」
で

の
園
外
保
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
松
戸
市
が
取
り
組

ん
で
い
る
モ
デ
ル
事
業
の
一
環

□

減C
O
2

（
げ
ん
こ
つ
）ど
ん
ぐ

り
作
戦
〞
に
参
加
す
る
企
画
が

加
わ
り
ま
し
た
。
ど
ん
ぐ
り
を

拾
い
、育
て
る
こ
と
で
二
酸
化

炭
素
（C

O
2

）を
吸
収
す
る
緑
を

増
や
し
て
、地
球
温
暖
化
防
止

に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
が

目
的
で
す
。

広
場
に
到
着
す
る
と
松
戸
市

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
、
松
戸
市
造

園
業
協
会
の
か
た
が
た
が
笑
顔

で
迎
え
て
く
だ
さ
り
、期
待
は

大
き
く
膨
ら
み
ま
し
た
。
早
速
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
始
で
す
。
市
役

所
の
方
と
園
長
先
生
か
ら
「
緑

を
た
く
さ
ん
増
や
し
て
皆
さ
ん

の
住
ん
で
い
る
街
や
地
球
を
き

れ
い
に
し
て
、お
い
し
い
空
気

に
し
ま
し
ょ
う
」と
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。次
に
「
ど
ん

ぐ
り
キ
ッ
ズ
隊
認
定
証
」
が
両

園
の
代
表
に
手
渡
さ
れ
、
キ
ッ

ズ
隊
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
後
、造
園
業
協
会
の
方
か
ら

良
い
ど
ん
ぐ
り
の
選
び
方
、
植

付
け
方
の
説
明
を
受
け
た
後
、

い
よ
い
よ
お
目
当
て
の
ど
ん
ぐ

り
拾
い
で
す
。
一
目
散
に
木
の

下
に
か
け
寄
り
、
歓
声
を
あ
げ

な
が
ら
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
拾
い

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
ど
ん

ぐ
り
を
水
の
中
に
入
れ
て
、水

の
中
に
沈
む（
実
が
し
っ
か
り

し
た
）良
い
ど
ん
ぐ
り
と
、水
に

浮
か
ぶ（
実
が
虫
な
ど
に
食
わ

れ
た
）悪
い
ど
ん
ぐ
り
に
分
け
、

一
粒
一
粒
て
い
ね
い
に
鉢
に
植

付
け
ま
し
た
。
ど
ん
ぐ
り
は
、土

に
植
え
ら
れ
る
苗
木
に
な
る
ま

で
に
は
三
年
程
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
ど
ん
ぐ
り
が

大
地
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、

葉
が
大
き
く
茂
る
こ
ろ
、園
児

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？

地
球
環

境
に
関
心
を
持
つ
大
人
に
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
？
そ
し
て
、

地
球
は
ど
う
変
化
し
て
い
る
だ

ろ
う
か
？

遠
い
未
来
に
い
ろ

い
ろ
な
思
い
を
馳
せ
た
〝
減

C
O
2

ど
ん
ぐ
り
作
戦
〞に
な
り

ま
し
た
。

園
児
た
ち
に
と
っ
て
も
樹
木

を
育
て
る
喜
び
や
大
切
さ
を
知

る
と
共
に
、
地
球
環
境
へ
の
関

心
を
深
め
る
大
変
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

お
住
ま
い
の
近
く
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
、進
学

相
談
会
は
ベ
テ
ラ
ン
の
ス
タ
ッ

フ
が
、学
び
、キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
、
そ
し
て
入
試
の
こ
と
な
ど

を
個
別
に
、じ
っ
く
り
、丁
寧
に

説
明
い
た
し
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、入
試
要
項
、

各
学
科
の
資
料
な
ど
、最
新
の

資
料
だ
け
で
な
く
聖
徳
の
人
気

！？
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

放
課
後
、部
活
帰
り
で
も
十

分
間
に
合
い
ま
す
の
で
、思
い

立
っ
た
ら
お
友
達
や
ご
家
族

と
、気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

入
学
セ
ン
タ
ー

各
地
で
開
催
！

進
学
相
談
会

―どんぐりで
CO2を減らします―

“減CO2
どんぐり作戦”

（げんこつ）

１２月６日（日）１０：３０～１６：００ 松戸 聖徳大学 聖徳大学後援会
１２月９日（水）１５：３０～１８：００ いわき ラトブ
１２月１１日（金）１４：３０～１８：００ 水戸 三の丸ホテル
１２月１１日（金）１５：４５～１８：００ 小山 小山市立生涯学習センター
１２月１３日（日）１０：３０～１６：００ 松戸 聖徳大学 聖徳大学後援会

平成２１年度　進学相談会参加会場
◎参加された方には、入試過去問題集（赤本）を差し上げます。

開催日 開催時間 開催地 会場名

○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project○c Thank you!  Grasshopper Project

今
回
、
主
演
の
高
見
の
っ
ぽ
さ
ん
か
ら
は
手
紙
を
、
美
術
指

導
の
枝
常
弘
さ
ん
か
ら
は
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。

聖徳の皆さんの基本的な言葉遣いや

挨拶が出来ることにとても感心しまし

た。のびのびとした自由さを重視する大

学や短大は、住み心地は良いのですが何

かが育たないと感じていました。

今回、聖徳の学生の礼儀正しい言葉づ

かいや挨拶を聞いていると、校風のなせ

るもの、そして、長い伝統がなせるもの

と感心しました。

また、私は聖徳大学の学生がエントラ

ンスの喧噪の中で、子どもたちの注意を

大きな声で引き付ける姿を見ました。普

通は、なかなか声は出せません。必ず素

晴らしい先生に成長することでしょう。

枝常　弘

○c Thank you!  Grasshopper Project

附属第二幼稚園

「
あ
り
が
と
う
！

グ
ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
」
公
演
で

学
生
が
活
躍

撮影／鵜澤昭彦

愛
ら
し
き
　
お
じ
ょ
う
様
達
へ

ど
う
も
あ
り
が
と
う
御
座
居
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
唄
が
、
我
々
舞
台
の
上
の
役
者

共
よ
り
も
お
客
様
の
共
感
を
受
け
た
の
は

実
に
実
に
確
か
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

参
り
ま
し
た
な
あ
…

の
っ
ぽ

〝
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十
月
二
十
六
日（
月
）、
平
成

二
十
一
年
度
第
二
回
研
究
所
主

催
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
出
口
貴
美
子
先
生
で
、

事
故
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

る
「
子
ど
も
の
事
故
予
防
工
学

カ
ウ
ン
シ
ル（
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）」

の
委
員
で
す
。
テ
ー
マ
は
「
子
ど

も
の
事
故
に
つ
い
て
」
で
、
参
加

は
学
生
百
名
余
り
、
こ
れ
に
教

職
員
も
加
わ
り
ま
し
た
。

出
生
か
ら
誕
生
日
ま
で
の
０

歳
児
を
除
く
と
、
１
歳
か
ら
１８

歳
の
死
亡
の
１
位
は
不
慮
の
事

故
で
す
。
特
に
２
〜
３
歳
ま
で

に
集
中
し
て
い
ま
す
。
こ
の
背

景
に
つ
い
て
二
つ
の
重
要
な
点

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は

「
運
動
機
能
と
高
次
認
知
機
能
の

発
達
の
解
離
」
に
問
題
が
あ
る

点
で
す
。
一
歳
で
歩
行
が
始
ま

り
、
二
歳
、
三
歳
に
な
る
と
走
っ

た
り
、
飛
ん
だ
り
、
運
動
機
能
は

め
ざ
ま
し
く
発
達
し
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
、
前
頭
前
野
の
高
次

機
能
の
発
達
は
不
十
分
で
、
危

険
の
予
知
は
十
分
で
な
く
、
こ

の
解
離
が
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
保
護
者
、
社
会
は
こ
の
子
ど

も
の
特
性
に
合
わ
せ
、
安
全
な

環
境
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
第
二
の
点
は
日
本
に
お

け
る
事
故
に
対
す
る
対
応
の
不

備
で
す
。
子
ど
も
の
事
故
が
起

こ
る
と
、
一
時
的
に
は
マ
ス
コ

ミ
を
含
め
て
大
騒
ぎ
に
な
り
ま

す
が
、
す
ぐ
に
事
故
の
終
了
と

共
に
完
結
し
て
し
ま
い
、
そ
の

事
故
が
、
再
発
防
止
な
ど
に
つ

な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
点
で
す
。

最
近
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
中
心
と

し
て
、
す
べ
て
の
事
故
の
原
因
、

背
景
を
分
析
し
、
デ
ー
タ
ー
を

集
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー

タ
ー
を
器
具
メ
ー
カ
ー
、
行
政
、

教
育
関
係
者
、
保
護
者
、
メ
デ
ィ

ア
に
還
元
し
、
再
発
を
防
ぐ
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

第5回

教職研究科

ニ
ュ
ー
ス

第
二
回
児
童
学
研
究
所
主
催
講
演
会

子
ど
も
の
事
故
を
テ
ー
マ
に

保
健
セ
ン
タ
ー
主
催
第
三
回
健
康
教
育

性
感
染
症
を
テ
ー
マ
に

十
月
二
十
九
日（
木
）、
保
健

セ
ン
タ
ー
主
催
の
第
三
回
健
康

教
育
が
学
部
・
短
期
大
学
部
の

一
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
飯
田
橋
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
岡
野
浩
哉
先
生

よ
り
「
知
っ
て
お
き
た
い
感
染

症
の
知
識
」
と
題
し
、
性
感
染

症
の
基
礎
知
識
、
豊
富
な
臨
床

経
験
に
よ
る
症
例
、
自
己
管
理

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
学
生
か
ら
は
、「
性
感
染
症

は
、
無
症
状
で
治
療
が
遅
れ
る

と
将
来
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
ろ

し
い
病
気
で
あ
り
、
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
感
染
予
防
を
し
っ

か
り
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
た
」
等
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
主
催

「
健
康
教
育
」
は
、
平
成
二
十
一

年
度
「
自
立
し
た
女
性
の
健
康

管
理
」
の
一
環
で
、
第
一
回
は

「
健
康
診
断
結
果
の
見
方
と
健

康
な
生
活
」、
第
二
回
は
岡
野
先

生
の
「
月
経
の
悩
み
と
妊
娠
の

知
識
」
で
し
た
。
そ
こ
で
の
学

生
の
感
想
に
は
、「
三
食
の
規
則

正
し
い
食
事
を
と
り
、
正
し
い

姿
勢
を
保
持
し
、
月
経
の
記
録

を
つ
け
て
普
段
か
ら
意
識
し
て

自
分
の
生
活
習
慣
を
改
め
よ
う

と
思
っ
た
」「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
を
初
め

て
知
り
、
性
と
生
殖
に
関
す
る

健
康
と
は
具
体
的
に
ど
ん
な
も

の
か
と
分
か
っ
た
」
等
が
あ
り
、

健
康
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ

あ
る
と
い
え
ま
す
。

連携協力校（園）の紹介 Vol.2

香
和
会

大
学
・
短
大
同
窓
会

十
月
十
一
日（
日
）、
聖
徳
祭

で
今
年
も
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
＆
押
し
花
無
料
体
験

講
座
」
を
行
い
ま
し
た
。
本
校

卒
業
生
五
期
生
の
横
田
正
子
さ

ん
と
佐
藤
寿
子
さ
ん
を
講
師
と

し
て
招
い
て
か
ら
、
今
年
で
八

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響

で
お
客
様
が
少
な
い
こ
と
を
予

想
し
て
材
料
を
例
年
の
半
分
に

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
大
盛

況
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
、
こ
の

学
校
の
生
徒
と
し
て
も
う
一
度

や
り
た
い
で
す
」「
と
て
も
よ
か

っ
た
で
す
。
か
わ
い
い
し
、
ク

リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
イ
ン
テ
リ

ア
が
増
え
て
う
れ
し
い
で
す
。

教
え
方
も
分
か
り
や
す
か
っ
た

で
す
」
と
、
本
校
の
入
学
希
望

者
に
と
っ
て
反
響
が
あ
っ
た
の

で
、
来
年
以
降
も
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ま
も
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

爽
和
会

附
属
中
高
同
窓
会

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
＆

押
し
花
無
料
体
験
講
座
」
大
盛
況

今
年
も
全
国
各
地
で
香
和
会

の
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
が
に
ぎ
や

か
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
十

月
〜
十
二
月
ま
で
の
約
三
ヶ
月

間
に
、
七
支
部
を
回
り
ま
す
。

十
月
四
日（
日
）の
静
岡
〔
甲

州
・
中
部
・
東
海
支
部
〕、
十
月
十

一
日（
日
）の
長
野
〔
北
陸
・
上
信

越
支
部
〕、
十
月
十
八
日（
日
）の

盛
岡
〔
北
海
道
・
東
北
支
部
〕、

十
一
月
十
四
日（
土
）の
那
覇

〔
九
州
・
沖
縄
支
部
〕、
十
一
月
二

十
九
日（
日
）の
土
浦
〔
北
関
東

支
部
〕、
十
二
月
五
日（
土
）の
大

阪
〔
近
畿
・
中
国
・
四
国
支
部
〕、

十
二
月
十
三
日（
日
）の
聖
徳
大

学
〔
南
関
東
支
部
〕
等
で
開
催

し
ま
す
。

今
年
の
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
十
月

十
一
日（
日
）、
長
野
駅
前
の
和

食
処
油
や
に
て
、
北
陸
・
上
信
越

支
部
（
横
山
ち
づ
る
支
部
長
）

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、

川
並
弘
昭
学
園
長（
香
和
会
名

誉
会
長
）、
川
並
弘
純
副
学
園

長
、
川
並
孝
純
学
園
事
務
局
長
、

支
部
会
員
を
含
め
、
十
四
名
の

支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

学
園
を
巣
立
っ
て
四
十
年
以
上

の
諸
先
輩
方
や
、
三
十
代
の
若

い
卒
業
生
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
出
席
者
で
し
た
。
川
並
副

学
園
長
か
ら
、
九
月
五
日
に
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
新
一
号

館
・
図
書
館
の
ス
ラ
イ
ド
を
説

明
し
て
い
た
だ
き
、
館
内
に
移

設
さ
れ
た
利
根
山
光
人
先
生
作

の
壁
画
「
若
さ
」、
館
内

の
こ
ど
も
図
書
館
、
香

順
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に

目
を
見
張
り
ま
し
た
。

卒
業
後
、
保
育
士
と
し

て
活
躍
後
、
介
護
施
設

を
建
設
、
運
営
し
て
い

る
二
回
生
や
、
教
育
分

野
や
管
理
栄
養
士
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
か
た

が
た
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
の
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー

で
し
た
。
聖
徳
の「
和
」

の
精
神
を
体
現
し
た

支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、

全
国
で
展
開
中
で
す
。

全
国
七
ヶ
所
で

香
和
会
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー

元
気
に
開
催

前回に引き続き、教職研究科の学生が総合実習の授業において、学校経営や教育活動を
総合的に体験する連携協力校（園）を数回にわたって紹介します。

■（学）いわはま学園 北部幼稚園 園長：山口志津子

・「心身の調和のとれた身体」「豊かな心や感性を育てる」「思考力の芽生えを培う」を教育方針とし
ている
・一人ひとりの個性に沿って、見守り育てている

所在地：松戸市根本190 Tel：047-367-3121

●教員数 15人　●学級数 12 ●園児数 289人

特
色

■（学）松本学園 新松戸幼稚園 園長：田畑智枝

・全クラスチームティーチング（複数担任制）
・創造性、自主性、社会性を培う自由保育、地域と共に自然教育

所在地：松戸市新松戸3-256 Tel：047-344-4199

●教員数 19人　●学級数 9 ●園児数 272人

特
色

■（学）杉森学園 めぐみ幼稚園 園長：杉森信幸

・「全職員で全園児を観る」チームティーチングを実践
・「遊び」を通して考える子ども、明るい子ども、強い子どもを育てる

所在地：千葉市美浜区高浜3-2-1 Tel：043-278-3502

●教員数 15人　●学級数 6 ●園児数 199人

特
色

■（学）双葉学園 絹ふたば文化幼稚園 園長：小倉みどり

・幼児と保育（小学館）、保育カリキュラム（チャイルド社）他の年間指導計画、指導事案等の執筆、
研究体制が充実している
・県の研究発表、保育記録等に毎年入賞
・21年度全幼研公開保育実施

所在地：つくばみらい市小絹1130 Tel：0297-45-3400

●教員数 22人　●学級数 11 ●園児数 347人

特
色

■（学）双葉学園 取手ふたば文化幼稚園 園長：菊地さと子

・文部科学省の研究指定園（研究・実践体制の充実を常に行っている）
・幼児と保育、指導計画、指導案の執筆
・3歳児の保育カリキュラム（チャイルド社）執筆
・県の研究発表、保育記録等に毎年入賞

所在地：取手市西1-21-18 Tel：0297-74-6666

●教員数 17人　●学級数 9 ●園児数 243人

特
色

■（学）志村学園 白山幼稚園 園長：志村雄治

・平成11、12年度、文部省教育課程研究指定校
・平成16年度、文部科学省教育改革推進モデル園にて研究実績
・「やさしくたくましい子ども」を育てる保育を実践している

所在地：川崎市幸区北加瀬2-13-2 Tel：044-588-0816

●教員数 13人　●学級数 11 ●園児数 258人

特
色

■（学）東京聖徳学園 聖徳大学附属幼稚園 園長：川並珠緒

・教育目標をもとに毎月のカリキュラム（指導計画）を検討・立案し、「いつもにこにこ元気な子ども」を育
んでいる
・完全給食や、大学の心理教育相談所、保健センターと連携した子育ての不安や悩み、健康面の対処
の仕方に積極的に取り組んでいる

所在地：松戸市岩瀬550 Tel：047-368-6135

●教員数 17人　●学級数 12 ●園児数 371人

特
色

北陸・上信越支部パーティーの様子
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第
四
十
七
回
全
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
二

部（
デ
ザ
イ
ン
画
の
部
）に
お
い

て
、
短
期
大
学
部
総
合
文
化
学

科
一
年
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン

チ
の
齋
藤
美
那
さ
ん
が
佳
作
に

入
選
し
ま
し
た
。
総
合
文
化
学

科
と
し
て
は
、
今
年
を
含
め
て

五
年
連
続
で
入
選
す
る
と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
は
回
を
重
ね
る

ご
と
に
応
募
者
数
と
レ
ベ
ル
の

向
上
が
見
ら
れ
、
今
回
の
応
募

総
数
は
約
千
四
百
七
十
三
点
で

す
。
特
に
デ
ザ
イ
ン
画（
一
般
の

部
）の
入
選
者
は
約
四
十
名
以

下
の
狭
き
門
で
し
た
。

入
賞
し
た
斎
藤
さ
ん
は
、

「
こ
の
作
品
に
至
る
ま
で
、
十

枚
以
上
の
作
品
を
描
き
、
最
終

的
に
こ
の
デ

ザ
イ
ン（
上
図

参
照
）を
コ
ン

テ
ス
ト
に
出

品
し
ま
し
た
。

私
は
、
よ
く

あ
る
き
れ
い

な
美
し
い
作

品
で
は
な
く
、

人
間
の
血
管
や
臓
器

等
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

い
と
考
え
て
作
品
を

描
き
ま
し
た
。
た
だ

グ
ロ
テ
ス
ク
だ
け
で

な
く
、
作
品
に
躍
動

感
の
あ
る
美
し
さ
が
表
現
で
き

れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
は
表
現
上
の
技

法
を
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
し
た

か
ら
、
授
業
を
担
当
す
る
肉
丸

美
香
子
先
生
か
ら
は
、
色
の
塗

り
方
、
パ
ス
テ
ル（
ク
レ
ヨ
ン
）

絵
の
具
の
使
い
方
を
集
中
的
に

学
び
、
作
品
に
生
か
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
技
術
的
に
未
熟
な
作
品

で
す
か
ら
、
入
選
を
聞
い
た
と

き
に
は
と
て
も
ビ
ッ
ク
リ
し
、

感
動
し
ま
し
た
。

表
彰
式
後
に
開
催
さ
れ
た
一

部（
実
物
制
作
）の
コ
ン
テ
ス
ト

が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
形
式

で
行
わ
れ
、
と
て
も
楽
し
く
勉

強
に
も
な
り
ま
し
た
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
た

斎
藤
さ
ん
。
将
来
は
、
ア
パ
レ

ル
系
の
仕
事
に
就
き
、
デ
ザ
イ

ン
だ
け
で
な
く
、
販
売
の
仕
事

も
し
て
み
た
い
と
夢
を
膨
ら
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

総
合
文
化
学
科

入選のデザイン画

!
原
画
の
作
成

八
月
二
十
五
日（
火
）、
大
学

で
の
壁
画
の
元
と
な
る
原
画
を

描
く
作
業
に
お
邪
魔
し
ま
し

た
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

（１）
動
植
物
園
内
の
動
物
、
ミ
ニ

鉄
道
を
入
れ
る
こ
と
、

（２）
子
ど
も
が
喜
ぶ
よ
う
な
も
の

で
あ
る
こ
と
、

（３）
壁
画
の
前
で
記
念
撮
影
を
し

た
く
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
こ
と
、

な
ど
を
念
頭
に
入
れ
て
、
部
員

そ
れ
ぞ
れ
が
イ
メ
ー
ジ
案
を
作

成
し
、
当
日
持
ち
寄
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
組
み

合
わ
せ
、
美
術
部
顧
問
の
児
童

学
部
児
童
学
科
・
大
成
哲
雄
講

師
の
指
導
の
も
と
、十
分
の
一
サ

イ
ズ
の
原
画
を
描
き
ま
し
た
。

動
物
に
つ
い
て
は
、
実
物
の
写

真
と
見
比
べ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
か
わ
い
ら
し
く
表

現
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
以
上
に
注
意
し
た
の
は
、
動

物
の
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
で
、
無

駄
に
空
間
が
空
い
て
し
ま
っ
て

も
よ
く
な
い
の
で
、
背
景
を
森

に
し
た
り
す
る
な
ど
工
夫
を
凝

ら
し
、
絵
の
世
界
に
入
り
た
い
、

園
の
中
に
入
り
た
い
と
思
わ
せ

る
よ
う
に
仕
上
げ
た
そ
う
で
す
。

"
壁
画
の
作
成

九
月
十
六
日（
水
）、
動
植
物

園
で
の
壁
画
の
作
成
現
場
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。
壁
画
が
巨
大

で
あ
る
た
め
、
お
祭
り
の
櫓
の

よ
う
な
足
場
を
使
っ
て
作
業
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち

は
、
ス
ル
ス
ル
と
櫓
の
上
に
登

り
、
サ
ル
よ
り
も
高
い
位
置
に

あ
る
青
空
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

を
描
い
て
い
ま
し
た
。

時
折
、
完
成
途

中
に
も
か
か
わ
ら

ず
親
子
連
れ
が
足

を
止
め
、「
丸
が
あ

る
ー
、な
に
こ
れ
ー
。

す
ご
ー
い
」「
今
度

来
る
と
き
に
は
で

き
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
か
ら
、
楽

し
み
だ
ね
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
学
生
た
ち
は

そ
う
い
っ
た
声
を

横
目
に
、
恥
ず
か

し
が
り
つ
つ
も
、

黙
々
と
描
い
て
い
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
私
も
ほ
ん
の
少
し
だ

け
実
際
に
塗
り
作
業
を
体
験
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

恐
る
恐
る
描
か
せ
て
も
ら
っ

た
の
は
、
ヘ
ビ
と
ヒ
ヨ
コ
の
部

分
。
下
書
き
の
枠
に
沿
っ
て
色

を
塗
る
の
に
悪
戦
苦
闘
し
、
結

局
、
学
生
に
き
れ
い
整
え
て
も

ら
い
ま
し
た（
左
写
真
）。

市
川
市
動
植
物
園
の
方
の
コ
メ
ン
ト

「
壁
画
制
作
途
中
で
も
、
来
園

者
が
壁
画
の
前
で
写
真
を
撮
る

姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
、
こ
の
壁
画
が
動
植
物
園
の

名
所
に
な
る
で
し
ょ
う
」

「
き
っ
か
け
は
、
四
年
ほ
ど
前

か
ら
行
っ
て
い
る
学
外
授
業
の

一
環
で
動
植
物
園
を
訪
れ
た

際
、
園
の
方
か
ら
『
壁
画
が
二

十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の

で
、
学
生
に
新
し
く
描
い
て
も

ら
え
れ
ば
』
と
の
話
が
あ
っ
た

こ
と
で
す
。
来
園
者
が
す
ぐ
に

目
に
つ
く
場
所
に
、
こ
ん
な
に

か
わ
い
ら
し
い
壁
画
を
描
か
せ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。
学
生
時
代
の
よ
い

思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
」

①
原
画
の
作
成

②
壁
画
の
作
成

大杉が行く！No.3
新米
広報

シリーズ

聖
徳
大
学
美
術
部
の
学
生
が
千
葉
県
市
川
市
動
植
物
園
か
ら
依
頼
を
受
け
、

壁
画
を
描
き
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
壁
画
は
、
入
園
口
正
面
横
に
あ
り
、
園
内
の

動
物
と
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
、
ミ
ニ
鉄
道
に
乗
っ
て
い
る
と
て
も

楽
し
い
絵
で
す
。
学
生
が
八
月
二
日（
日
）か
ら
九
月
二
十
二
日（
火
）ま
で

の
期
間
、
夏
休
み
も
活
用
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
下
書
き
か
ら
色
塗
り
ま
で
、
全

て
の
作
業
を
こ
な
し
完
成
さ
せ
た
、
横
幅
約
２４
ｍ
×
高
さ
約
４
ｍ
６０
㎝（
最
大
）

の
大
作
で
す
。
今
回
は
、
完
成
ま
で
の
道
の
り
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

今
年
の
七
、
八
月
の
期
間
、
聖

徳
学
園
が
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
い
る
ピ
ー
タ
ー
ラ

ビ
ッ
ト
の
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
ア

ワ
ー
ド
２
０
０
９〝
マ
イ
ｅ
ｃ
ｏ

ア
イ
デ
ア
〞コ
ン
テ
ス
ト
に
本
学

人
文
学
部
人
間
栄
養
学
科
の
学

生
が
応
募
し
ま
し
た
。
総
応
募

数
二
百
名
以
上
の
中
、
十
月
の

受
賞
作
品
発
表
で
は
、
人
間
栄

養
学
科
の
学
生
が
、
銅
賞
を
は

じ
め
と
し
、
ラ
ビ
ッ
ト
賞
に
五

名
が
入
賞
す
る
と
い
う
快
挙
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
普

段
は
捨
て
て
し
ま
う
食
材
を
活

用
し
た
ア
イ
デ
ア
料
理
や
、
時

間
短
縮
・
省
エ
ネ
で
き
る
調
理
法

の
レ
シ
ピ
な
ど
を
考
案
し
、
優

秀
作
品
が
選
定
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
中
で
銅
賞
に

輝
き
ま
し
た
、
人
間
栄
養
学
科

二
年
の
加
藤
弥
生
さ
ん
の
「
時

間
短
縮
　
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
」
を

紹
介
し
ま
す
。
加
藤
さ
ん
は
「
普

通
の
カ
レ
ー
だ
と
時
間
が
掛
か

る
の
で
、
フ
ラ
イ
パ
ン
を
使
い
、

短
時
間
で
仕
上
げ
る
料
理
を
考

え
ま
し
た
。
人
参
、
大
根
は
皮
も

使
い
、
普
段
捨
て
る
と
こ
ろ
も

す
べ
て
み
じ
ん
ぎ
り
に
し
て
皮

だ
と
分
か
ら
な
い
よ
う
に
使
い

ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
的
に
水
を

使
わ
な
い
代
わ
り
に
、
ト
マ
ト

や
ナ
ス
等
の
季
節
の
野
菜
を
多

く
使
い
ま
す
。
お
好
み
に
あ
わ

せ
て
卵
黄
を
の
せ
た
り
、
レ
タ

ス
を
敷
い
た
り
す
る
と
よ
り
美

味
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
事
前
に
カ
レ
ー
ル
ウ
を
細
か

く
刻
ん
で
お
く
と
、
よ
り
時
間
短

縮
に
な
り
ま
す
」
と
紹
介
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
こ
の
作
品
の
エ
コ

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
ア
ワ
ー
ド

銅
賞
受
賞
！！

時間短縮ドライカレー
材料：
ひき肉／玉葱／人参／
大根／ナス／トマト／
カレールウ／塩コショウ／
中濃ソース／ご飯

つくり方

［１］すべての材料をみじんぎ
りにする。人参、大根はよく洗
い皮ごと使います。

［２］フライパンでひき肉をいため、塩コショウをします。そこへみ
じんぎりにした野菜を入れます。

［３］少し煮て水分が出てきたらカレールウを細かくして入れます。
この時細かくするのは溶けやすくして時間短縮につなげるため
です。

［４］カレールウが溶けたら中濃ソースを加え、味を見ます。
［５］できたらご飯に掛けていただきます。

作ってみ
よう！

齋藤美那さん

第
四
十
七
回

全
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

五
年
連
続
、コ
ン
テ
ス
ト
に
入
選
！！

人
間
栄
養
学
科

〝
マ
イ
ｅ
ｃ
ｏ
ア
イ
デ
ア
〞コ
ン
テ
ス
ト

加藤弥生さん

や
ぐ
ら

学
生
が
描
い
た
市
川
市
動
植
物
園
の

巨
大
動
物
壁
画
が
完
成
！

短
期
大
学
部
保
育
科

本
田
陽
子
教
授
の
コ
メ
ン
ト
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十
月
三
日（
土
）に
第
四
十
五

回
保
育
表
現
研
究
発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
全
て
予
定
通
り
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
発

表
会
は
、
児
童
学
科
・
保
育
科
の

二
年
生
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ

ー
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
各
々

精
い
っ
ぱ
い
の
演
技
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
し
た
。
近
年
の
個
性

や
自
主
性
が
叫
ば
れ
る
時
代
に

あ
っ
て
も
、
大
勢
の
人
と
協
力

し
、
一
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ

る
作
業
を
経
験
す
る
こ
と
は
、

非
常
に
有
意
義
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
発
表
会
当
日
の

出
来
栄
え
や
完
成
度
も
大
切
な

こ
と
で
す
が
、
そ
の
発
表
ま
で

の
努
力
や
練
習
の
過
程
も
貴
重

な
体
験
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

発
表
会
当
日
に
は
、
保
護
者

や
先
生
方
を
は
じ
め
、
多
く
の

お
客
様
が
ご
来
場
く
だ
さ
り
、

温
か
い
拍
手
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
発
表
会
を
通
じ
て

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
学

生
た
ち
の
姿
を
ご
覧
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
発
表
会
を
通
じ
て
学

ん
だ
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
や

達
成
し
た
時
の
喜
び
を
、
今
後

の
学
生
生
活
に
生
か
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
七
日
（
土
）・
八
日

（
日
）に
第
四
十
五
回
聖
徳
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
秋

晴
れ
の
素
晴
ら
し
い
天
気
に

恵
ま
れ
て
、
学
生
た
ち
の
熱
意

が
天
に
も
伝
わ
っ
た
よ
う
で

し
た
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
創

〜
み
ん
な
で
広
げ
る
笑
顔
の

和
〜
」
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に

は
、「
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔
が

み
ん
な
の
笑
顔
に
、
み
ん
な
の

笑
顔
が
一
人
の
笑
顔
に
な
る
」

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
の
下
、

学
科
・
ク
ラ
ス
、
ク
ラ
ブ
・
同
好

会
、
そ
し
て
一
般
団
体
な
ど
が

そ
れ
ぞ
れ
の
知
恵
を
絞
り
、
普

段
の
授
業
の
成
果
を
発
表
し
、

海
外
研
修
や
研
究
の
成
果
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
は
ク
ラ
ブ
活
動
等
の
発
表

が
行
わ
れ
、
特
に
体
育
館
で
行

わ
れ
た
「SE

IT
O
K
U
C
U
P

2009

」
で
は
、
ス
ポ
ン
ジ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
学
科
、
そ

し
て
、
学
生
と
教
職
員
の
枠
を

越
え
た
熱
い
プ
レ
ー
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
卒
業
生
を
迎

え
る
「H

appy
H
om
ecom

ing

」

で
は
旧
友
や
先
生
と
の
再
会

に
花
が
咲
き
、
学
内
を
探
検
す

る
「
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
で
は
幼
稚

園
児
も
夢
中
に
な
り
、
保
護
者

の
方
は
「
ふ
り
ふ
り
マ
ー
ケ
ッ

ト（N
ETW

O
RK

）」
で
掘
り
出

し
物
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

学
友
会
・
聖
徳
祭
実
行
委
員
を

中
心
と
し
た
学
生
た
ち
が
、
日

ご
ろ
の
成
果
を
発
表
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
来
場
者
を
笑
顔

に
し
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、

こ
の
来
場
者
の
「
み
ん
な
の
笑

顔
」
が
、
学
生
一
人
ひ
と
り
を

笑
顔
に
し
て
い
ま
し
た
。

保
育
表
現
研
究
発
表
会
を
終
え
て

第
四
十
五
回

聖徳大学・聖徳大学短期大学部

聖
徳
祭
「
み
ん
な
の
笑
顔
」い
た
だ
き
、

大
盛
況
！

第45回

～みんなで広げる笑顔の和～
創テーマ

教
科
書
で
し
か
見
た
こ
と
の

な
か
っ
た
歴
史
あ
る
建
造
物
を

眼
前
に
し
た
と
き
、
私
は
口
を

ぽ
か
ん
と
あ
け
て
、
た
だ
た
だ

「
す
ご
い
」
と
い
う
言
葉
を
連
呼

し
て
い
ま
し
た
。

長
さ
二
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
と
い
う
、
北
京
の
万

里
の
長
城
。
壁
一
面
に
長
恨
歌

の
絵
が
飾
ら
れ
た
、
西
安
の
華

清
池
。
現
在
世
界
で
一
番
高
い

と
い
う
展
望
台
、
上
海
環
球
金

融
中
心
。
こ
れ
ら
は
写
真
で
見

る
よ
り
も
鮮
や
か
に
、
私
の
心

の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

私
は
今
回
が
人
生
初
の
海
外

旅
行
で
し
た
。
小
学
校
か
ら
勉

強
し
続
け
て
き
た
英
語
や
、
大

学
に
入
っ
て
か
ら
学
ん
だ
中
国

語
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

改
め
て
勉
強
の
大
切
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

あ
い
に
く
、
ま
だ
習
い
た
て
の

中
国
語
は
単
語
を
使
う
の
が
精

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
れ
で
も

現
地
の
方
は
、
私
が
言
わ
ん
と

し
て
い
る
こ
と
を
察
し
、
笑
顔

で
返
事
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「あ

り
が
と
う
」
と
か
「
き
れ

い
」
と
か
、
そ
ん
な
簡
単
な
単

語
で
も
伝
わ
る
と
う
れ
し
い
も

の
で
す
。
一
番
大
切
な
の
は
、

言
語
よ
り
も
表
情
、
笑
顔
だ
と

思
い
ま
す
。
お
昼
ご
は
ん
を
食

べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
団
地
の

方
、
上
海
師
範
大
学
の
学
生
の

皆
さ
ん
、
ほ
か
、
こ
の
度
の
旅
行

で
か
か
わ
っ
た
か
た
が
た
は
、

笑
顔
が
す
て
き
な
人
た
ち
ば
か

り
で
し
た
。
慣
れ
な
い
旅
行
で

疲
れ
て
い
る
時
も
、
皆
さ
ん
の

豊
か
な
表
情
を
見
て
い
る
と
、

こ
ち
ら
も
自
然
と
頬
が
緩
み
、

い
つ
し
か
疲
れ
も
吹
っ
飛
ん
で
、

毎
晩
い
い
気
持
ち
で
ベ
ッ
ド
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
海
外
研
修
を
通
し
て

感
じ
た
こ
と
は
、
あ
る

程
度
の
知
識
を
も
っ
て

見
学
す
る
の
と
、
史
実

を
知
ら
ず
に
見
学
す
る

の
と
で
は
、
感
動
の
度

合
い
が
違
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
研
修
に
行
く

前
、
ク
ラ
ス
で
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
知
識

を
深
め
た
こ
と
が
大
い

に
役
立
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
中
国
に
行

き
、
私
は
改
め
て
日
本

文
化
の
素
晴
ら
し
さ
に

気
付
け
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
、
愛
国

心
と
い
う
言
葉
に
は
一
切
無
縁

だ
っ
た
の
で
す
が
、
帰
国
後
の

成
田
空
港
で
漢
字
仮
名
ま
じ
り

の
掲
示
板
を
見
た
と
き
、
恥
ず

か
し
な
が
ら
涙
が
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
日
本
人
の
係
員
さ
ん

に
、
私
た
ち
と
同
じ
く
海
外
か

ら
帰
っ
て
き
た
お
客
さ
ん
。
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
当
然
の

如
く
備
え
つ
け
て
あ
る
き
れ
い

な
ト
イ
レ
。
私
の
目
に
映
る
す

べ
て
が
、
宝
石
の
よ
う
に
輝
い

て
い
ま
し
た
。

学
生
が
ポ
ス
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
！

学
生
か
ら
聖
徳
祭
ポ
ス
タ
ー

を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
七
十

六
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

学
友
会
代
表
と
聖
徳
祭
委
員

の
先
生
方
の
選
考
の
結
果
、

人
文
学
部
人
間
栄
養
学
科
１

年
Ａ
ク
ラ
ス
の
中
田
有
紀
さ
ん

の
作
品
が
選
出
さ
れ
、
聖
徳

祭
開
会
式
に
お
い
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

中
田
さ
ん
は
、「『
女
子
大

ら
し
く
明
る
く
華
や
か
な
雰

囲
気
』、
そ
し
て
聖
徳
大
学
の

建
学
の
精
神
や
学
園
祭
テ
ー

マ
に
も
あ
る
『
和
』
を
表
現

す
る
た
め
に
、
作
品
の
中
に

た
く
さ
ん
の
『
輪
』
を
描
き

ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中田有紀さんの作品を利用した
本年の聖徳祭ポスター

学
生
の
海
外
研
修
リ
ポ
ー
ト

本
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科

で
は
二
年
次
に
海
外
研
修
と
し
て

中
国
を
訪
問
し
ま
す
。
今
年
の
九
月
十
日（
木
）〜
十
九
日

（
土
）に
実
施
さ
れ
た
研
修
に
参
加
し
た
武
ノ
内
早
紀
さ
ん
の

報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

中
国
研
修
旅
行

を
終
え
て

武
ノ
内
早
紀
さ
ん

日
本
文
化
学
科

日
本
語
・
日
本
文
学
コ
ー
ス

天安門にて
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聖
徳
オ
ペ
ラ『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
を
鑑
賞
し
て

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
が
、
九
月
二
十

日（
日
）に
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー

ナ
に
て
行
わ
れ
た
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
千
葉
県
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

結
果
は
金
賞
受
賞
、
千
葉
県

代
表
と
し
て
二
年
連
続
関
東
大

会
出
場
の
推
薦
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
度
の
シ
ョ
ー
の
タ
イ
ト

ル
はA

dventure

（
ア
ド
ヴ
ェ
ン

チ
ャ
ー
）で
し
た
。
昨
年
の
日
本

的
な
選
曲
か
ら
一
転
し
、
よ
り

マ
ー
チ
ら
し
い
選
曲
で
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。
変
拍
子
あ
り
、

大
胆
な
テ
ン
ポ
の
変
化
あ
り
、

複
雑
な
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

用
い
て
か
な
り
難
易
度
の
高
い

シ
ョ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
大
会

の
審
査
員
か
ら
も
難
し
い
内
容

を
良
く
こ
な
し
て
い
る
と
の
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。生

徒
た
ち
は
初
夏
か
ら
大
会

曲
練
習
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
特
に
中
学
生
は
、

高
校
生
の
部
門
に
出
場
す
る
と

い
う
こ
と
で
非
常
に
難
し
い
こ

と
を
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
そ
れ
に
負
け
ず
、
先
輩
部

員
の
指
導
を
素
直
に
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
中
学
生
で
初
心

者
で
あ
る
と
言
う
こ
と
を
忘
れ

さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
演
技
を

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
先
輩
後
輩
の
し
っ
か
り

と
し
た
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
部
活
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に

成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。

な
お
、
十
一
月
七
日（
土
）、

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

で
行
わ
れ
た
関
東
大
会
で
は
、

見
事
「
銀
賞
」
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
千
葉
県
大
会

金
賞
受
賞

秋
晴
れ
の
十
一
月
三
日（
火
・

祝
）、
専
門
学
校
と
聖
徳
学
園
三

田
幼
稚
園
合
同
の
「
聖
徳
に
こ

に
こ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
学

生
、
園
児
、
保
護
者
、
そ
し
て
た

く
さ
ん
の
お
客
様
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

学
生
は
園
児
た
ち
と
の
行
事

を
楽
し
み
に
、
に
こ
に
こ
ま
つ

り
が
楽
し
い
一
日
に
な
る
よ
う

に
と
毎
日
少
し
ず
つ
準
備
を
し
、

前
日
に
は
廊
下
や
階
段
の
飾
り

付
け
を
仕
上
げ
、
校
内
を
夢
の

あ
る
す
て
き
な
空
間
に
し
ま
し

た
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
か
わ
い

い
ポ
ス
タ
ー
も
半
月
ほ
ど
前
か

ら
あ
ち
こ
ち
に
貼
ら
れ
、
に
こ

に
こ
ま
つ
り
へ
の
気
持
ち
の
盛

り
上
げ
に
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ

り
も
、
授
業
の
成
果
に
学
生
の

セ
ン
ス
溢
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
が

盛
り
込
ま
れ
、
持
て
る
力
が
存

分
に
発
揮
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い

催
し
と
な
り
ま
し
た
。

一
年
生
は
、
児
童
文
化
Ⅲ
の

授
業
で
取
り
組
ん
だ
「
紙
あ
そ

び
」「
布
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
」、
そ

し
て
ク
ラ
ス
全
員
の
力
作
「
い

の
ち
の
共
生
を
未
来
へ
」
を
展

示
し
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。
児
童
文
化
Ⅱ
で

は
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
人
形
劇
や
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
を
演
じ
、
園
児
た
ち
は

大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

教
室
を
「
遊
び
コ
ー
ナ
ー
」
に
変

え
て
手
作
り
ゲ
ー
ム
で
園
児
た

ち
を
迎
え
、
大
変
な
盛
り
上
が

り
で
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
も
た

く
さ
ん
来
校
し
、「
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
」
が
卒
業
生
の
絆

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
一
年
生
は
本
部
役
員

や
各
コ
ー
ナ
ー
の
実
行
委
員
を

責
任
も
っ
て
務
め
、
二
年
生
も

当
日
幼
稚
園
の
お
手
伝
い
を
し

な
が
ら
、
行
事
を
支
え
る
裏
方

の
役
割
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

現
場
で
即
戦
力
と
な
る
学
生

を
育
て
る
専
門
学
校
な
ら
で
は

の
経
験
を
、
自
信
へ
と
つ
な
げ
、

す
て
き
な
保
育
者
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

十
月
四
日（
日
）、
秋
晴
れ
の

心
地
よ
い
天
気
の
中
、
聖
徳
学

園
三
田
幼
稚
園
と
の
合
同
運
動

会
が
隣
接
の
港
区
立
三
田
中
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

専
門
学
校
か
ら
一
部
一
年
生
と

二
部
一
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

学
生
は
、
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
と

ポ
ン
ポ
ン
を
使
用
し
た
マ
ス
ゲ
ー

ム
、
園
児
と
一
緒
に
踊
る
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
、
綱
引
き
に
参
加
し
ま

し
た
。
マ
ス
ゲ
ー
ム
は
九
月
の

上
旬
か
ら
授
業
の
合
間
や
放
課

後
の
貴
重
な
時
間
を
利
用
し
て

練
習
し
、
素
晴
ら
し
い
演
技
を

披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
、
園
児
に

声
を
か
け
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
踊

る
姿
が
、
ま
た
綱
引
き
で
は
真

剣
に
勝
負
に
挑
む
姿
が
み
ら
れ
、

運
動
会
を
思
う
存
分
楽
し
ん
で

い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ま
た
、
競
技
で
参
加
す
る
以

外
に
も
運
動
会
を
裏
か
ら
支
え

る
役
員
と
し
て
、
運
営
・
進
行
に

携
わ
り
ま
し
た
。
ス
ム
ー
ズ
に

運
動
会
全
体
を
進
行
さ
せ
る
た

め
の
方
法
、
い
つ
も
と
違
う
場

で
園
児
を
集
中
さ
せ
た
り
並
ば

せ
た
り
す
る
方
法
な
ど
、
準
備

や
後
片
付
け
以
外
に
も
普
段
、

教
室
の
中
で
学
ぶ
こ
と
の
で
き

な
い
こ
と
を
実
際
に
見
て
経
験

し
た
、
専
門
学
校
な
ら
で
は
の

合
同
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
経
験
を
大
き
な

一
歩
と
し
て
、
今
後
も
す
て
き

な
保
育
者
を
目
指
し
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

十
月
十
一
日（
日
）、
聖
徳
祭

第
一
日
目（
校
内
公
開
日
）に
、

中
学
生
に
よ
る
英
語
劇
コ
ン
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

で
二
十
七
回
目
と
な
る
こ
の
大

会
は
、
英
語
の
表
現
活
動
で
あ

り
、
中
学
行
事
と
し
て
は
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
今

年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
台
風

の
影
響
で
、
十
分
な
リ
ハ
ー
サ

ル
や
練
習
が
で
き
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
出
演
す
る
生

徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
司
会

の
生
徒
た
ち
も
立
派
に
責
務
を

果
た
し
、
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ど
の
学
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
発

達
段
階
の
中
で
、
準
備
・
練
習

を
重
ね
、
英
語
の
発
音
、
ア
ク

セ
ン
ト
、
リ
ズ
ム
、
表
現
力
な
ど

の
演
技
を
競
い
ま
し
た
。
一
年

生
は
「
白
雪
姫
」
で
元
気
い
っ

ぱ
い
の
演
技
を
見
せ
、
二
年
生

は
「
若
草
物
語
」
で
情
感
あ
ふ

れ
る
表
現
を
し
、
三
年
生
は

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」を
題
材
に
し
て
、

英
語
の
発
音
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
そ
れ
を
表
現
活
動
に
ま
で

高
め
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
演
技
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ど
の
ク
ラ
ス
も
大
道
具
・
小
道

具
の
完
成
度
が
高
く
、
裏
方
の

生
徒
た
ち
の
努
力
も
素
晴
ら
し

い
も
の
で
し
た
。

各
学
年
の
優
勝
は
、
一
年
生

が
１
Ａ
、
二
年
生
が
２
Ｃ
、
三

年
生
が
３
Ｃ
で
し
た
が
、
ど
の

ク
ラ
ス
も
甲
乙
付
け
難
く
、
審

査
員
の
先
生
方
も
苦
労
を
し
て

い
ま
し
た
。
審
査
員
に
は
、
聖

徳
大
学
人
文
学
部
英
米
文
化
学

科
講
師
の
バ
ー
マ
ン
先
生
を
お

迎
え
し
ま
し
ま
し
た
が
、
中
学

生
の
演
技
に
大
変
感
心
し
て
い

ま
し
た
。
来
年
度
も
さ
ら
な
る

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
二
十
七
回
中
学
生
英
語
劇
コ
ン
テ
ス
ト

合
同
運
動
会

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

台
風
一
過
、
前
夜
ま
で
の
雨
風

が
ウ
ソ
の
よ
う
に
晴
れ
渡
っ
た

十
月
九
日（
金
）、
聖
徳
オ
ペ
ラ

『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
が
開
催
さ

れ
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
の
こ

の
オ
ペ
ラ
も
、
本
学
で
は
三
年
前

の
シ
リ
ー
ズ
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
続
い

て
二
度
目
に
な
る
が
、
キ
ャ
ス
ト

も
ガ
ラ
リ
と
代
わ
り
、
今
回
ど
の

よ
う
な
テ
イ
ス
ト
に
仕
上
が
っ
て

い
る
か
、
ほ
か
の
お
客
様
と
は
ま

た
ひ
と
味
違
っ
た
観
点
で
、
多
大

な
関
心
を
寄
せ
て
席
に
つ
い
た
。

高
橋
大
海
音
楽
学
部
長
の
指

揮
、十
川
稔
兼
任
講
師
の
演
出
で
、

川
並
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
素

晴
ら
し
い
演
奏
に
よ
る
、軽
快
な
、

あ
の
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
独
特
の
序
曲

で
幕
を
開
け
る
と
、
そ
こ
は
ス
ペ

イ
ン
の
セ
ヴ
ィ
リ
ア
、
伯
爵
の
城

の
一
室
。
使
用
人
の
フ
ィ
ガ
ロ
と

ス
ザ
ン
ナ
の
楽
し
い
掛
け
合
い

か
ら
始
ま
っ
た
。

『
フ
ィ
ガ
ロ
』
と
言
え
ば
、

数
々
の
有
名
な
ア
リ
ア
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
そ
の
ド
タ
バ
タ
劇
を

た
だ
滑
稽
な
だ
け
で
な
く
精
緻

な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
表
現
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・

オ
ペ
ラ
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
だ
。

聖
徳
オ
ペ
ラ
で
は
主
役
は
も

ち
ろ
ん
、
脇
の
隅
々
に
至
る
ま
で

本
学
教
員
お
よ
び
大
学
院
生
で

演
じ
て
い
る
が
、
そ
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
は
、
ほ
か
の
オ
ペ
ラ
団
体
で

は
簡
単
に
真
似
の
で
き
な
い
実

力
派
揃
い
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
が

毎
回
評
判
を
呼
ん
で
い
る
。
今
回

も
芸
達
者
で
素
晴
ら
し
い
声
を

持
っ
た
聖
徳
オ
ペ
ラ
講
師
陣
が

上
手
に
配
さ
れ
、
舞
台
上
の
人
数

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
楽
し
い

シ
ー
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
庭

師
、
音
楽
教
師
、
公
証
人
に
至
る

ま
で
、
皆
と
て
も
音
楽
的
で
、
さ

ら
に
巧
妙
な
芝
居
が
客
席
を
和

ま
せ
た
。
特
に
二
幕
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
七
重
唱
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
も
光
り
、
絶
妙
な
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
で
圧
巻
だ
っ
た
。

そ
し
て
格
調
高
く
品
の
良
い

舞
台
は
、
当
時
の
貴
族
の
生
活
を

垣
間
見
せ
な
が
ら
も
、
ツ
ボ
を
外

さ
な
い
軽
妙
な
演
出
で
、
見
る
者

を
心
か
ら
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

合
唱
の
女
声
も
、
全
員
音
楽
学

部
声
楽
コ
ー
ス
の
一
年
生
か
ら

大
学
院
生
ま
で
が
務
め
て
い
た
。

と
も
す
る
と
、
そ
う
し
た
群
衆
シ
ー

ン
は
シ
ロ
ウ
ト
芝
居
に
陥
り
や

す
い
も
の
だ
が
、
十
川
演
出
の
マ

ジ
ッ
ク
か
皆
と
て
も
上
手
で
、
音

楽
面
だ
け
で
な
く
芝
居
と
し
て

も
効
果
的
で
、
素
晴
ら
し
い
舞
台

を
作
り
上
げ
て
い
た
こ
と
は
特

筆
に
値
す
る
。
本
当
に
学
生
た
ち

の
演
技
力
に
も
脱
帽
で
あ
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
見
逃
せ
な
い
の

は
、
こ
の
公
演
の
裏
方
に
も
学
生

た
ち
が
舞
台
転
換
な
ど
で
、
大
い

に
働
い
て
い
た
こ
と
だ
。
表
舞
台

か
ら
は
見
え
な
い
が
、
決
し
て
ミ

ス
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
で
、
彼
ら
も
舞
台

の
何
た
る
か
を
知
っ
た
で
あ
ろ

う
し
、
貴
重
な
経
験
と
同
時
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
大
き
く
成
長
し
た

こ
と
と
思
う
。

こ
う
し
た
聖
徳
音
楽
学
部
チ
ー

ム
の「
和
」と「
力
」の
結
集
し
た

オ
ペ
ラ
公
演
の
、
鳴
り
止
ま
ぬ
カ
ー

テ
ン
コ
ー
ル
の
拍
手
の
嵐
が
、

そ
の
夜
の
お
客
様
の
満
足
度
を

象
徴
し
て
い
た
と
思
う
。

完
成
度
の
高
い
心
温
ま
る
演

奏
に
触
れ
て
、
華
や
い
だ
気
分
の

何
と
も
贅
沢
な
一
夜
で
あ
っ
た
。

千
葉
県
代
表
と
し
て

二
年
連
続
関
東
大
会
出
場

聖
徳
学
園
シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
リ
ポ
ー
ト

音
楽
学
部
演
奏
学
科
教
授
　
河
野
正
幸
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遠
足
と
い
う
の
は
、
き
っ
と

誰
も
が
わ
く
わ
く
す
る
も
の
で

す
ね
。
前
の
日
、
な
か
な
か
眠

れ
な
か
っ
た
と
い
う
経
験
が
一

度
は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
爽
や
か
な
秋
空
の
下
、

緑
に
囲
ま
れ
て
な
か
よ
し
の
友

達
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
る
お
弁

当
。
そ
れ
だ
け
で
遠
足
っ
て
い

い
な
あ
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

九
月
二
十
五
日（
金
）、
全
校

遠
足
で
「
松
戸
市
二
十
一
世
紀

の
森
と
広
場
」
に
行
き
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
未
来
の
人
た
ち

の
た
め
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

を
残
そ
う
と
計
画
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
、
自
然
に
親
し
む
た
め
に

遊
具
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
赤
ち
ゃ
ん
や
お
年
よ
り
も

楽
し
め
る
よ
う
に
自
転
車
は
入

れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
る
の
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
で
す
。
家
族
の
よ
う
な
縦

割
り
班（
明
和
班
）で
ポ
イ
ン
ト

を
探
し
な
が
ら
公
園
内
を
歩
き

ま
す
。
た
っ
ぷ
り
時
間
を
と
っ

て
、
ゆ
っ
た
り
散
策
し
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
学
年
ご
と
に
分

か
れ
て
川
遊
び
や
ザ
リ
ガ
ニ
つ

り
、
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
楽
し
い

活
動
も
あ
り
ま
し
た
。
一
年
生

は
、
六
年
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。

ど
の
子
に
と
っ
て
も
よ
い
思
い

出
が
つ
く
れ
た
よ
う
で
す
。

秋
の
穏
や
か
な
一
日
を
み
ん

な
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
自
然
に
親
し
む
と
共
に
、

人
間
関
係
な
ど
の
集
団
生
活
の

あ
り
方
な
ど
、
望
ま
し
い
体
験

な
ど
も
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

毎
年
、
附
属
小
学
校
で
は
、

附
属
幼
稚
園
と
附
属
第
二
幼
稚

園
の
運
動
会
の
日
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
園
の
卒
園
生
児
童
が
「
一

輪
車
パ
レ
ー
ド
」
の
演
技
を
披

露
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
と
小

学
校
連
携
の
よ
き
伝
統
で
す
。

今
年
は
九
月
二
十
七
日（
日
）

に
附
属
幼
稚
園
、
十
月
四
日

（
日
）に
附
属
第
二
幼
稚
園
の
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
附

属
に
は
二
十
三
名
、
第
二
に
は

十
四
名
の
小
学
生
が
参
加
を
し

ま
し
た
。

朝
と
中
休
み
だ
け
の
練
習

で
、
園
児
に
素
晴
ら
し
い
演
技

を
見
せ
る
め
あ
て
の
も
と
頑
張

り
ま
し
た
。
演
技
種
目
は
二
〜

三
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
で
置
か
れ

た
コ
ー
ン
を
、
上
手
に
よ
け
る

ス
ラ
ロ
ー
ム
。
手
つ
な
ぎ
回
旋

の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
。
高
学

年
が
作
っ
た
ト
ン
ネ
ル
を
低
学

年
が
く
ぐ
る
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ

り
。
前
の
人
と
の
間
を
空
け
な

い
よ
う
に
し
て
、
円
を
作
る
ル

ー
プ
走
行
を
演
技
し
ま
し
た
。

か
っ
こ
い
い
姿
を
み
せ
た
り
、

お
友
達
と
息
を
合
わ
せ
て
演
技

を
上
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
個
人
技
に
つ
い
て
も
、

空
中
の
り
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
、

バ
ッ
ク
走
行
、
ホ
ッ
ピ
ン
グ
と

年
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
児
童

が
増
え
て
い
ま
す
。

最
後
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、

自
分
の
考
え
た
技
で
選
手
が
退

場
を
し
て
い
き
ま
す
。
フ
ラ
フ
ー

プ
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
児
童

が
笑
顔
で
退
場
し
て
い
き
ま
し

た
。
休
み
時
間
や
体
育
の
時
間

を
使
っ
て
練
習
を
し
て
い
る
一

輪
車
。
来
年
も
す
て
き
な
演
技

を
幼
稚
園
で
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

「
遠
足
っ
て
い
い
な
あ
」

幼
稚
園
で
光
っ
た
笑
顔

〜
一
輪
車
パ
レ
ー
ド
〜

全
校
遠
足

●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●
附
属
幼
稚
園
で
は
、
地
球
環

境
を
改
善
し
、
世
界
の
子
ど
も

た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
贈
る
活
動

に
共
感
し
、
昨
年
の
六
月
よ
り

「
地
球
に
愛
を
子
ど
も
に
愛
を
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ど
の
家
庭
に
も
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
。
そ
の
容
器
の
部
分
は
分

別
回
収
し
て
繊
維
製
品
や
シ
ー

ト
等
に
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ッ
プ

の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
焼
却
処
分

さ
れ
１
㎏（
キ
ャ
ッ
プ
四
百
個
）

あ
た
り
、
３
１
５
０ｇ
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
発
生
源
と
な
り（
参
考：

ガ

ソ
リ
ン
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
の

排
出
量
２
３
１
０
ｇ
）、
環
境
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
る
と
資
源
と

な
り
、
１
㎏
十
円
と
な
り
ま
す
。

二
十
円（
キ
ャ
ッ
プ
八
百
個
）で
、

世
界
中
の
予
防
で
き
る
感
染
症

で
命
を
落
と
す
子
ど
も
た
ち
を

救
う
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
購
入

が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
理

解
し
、
多
く
の
家
庭
で
協
力
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
朝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
た
く
さ
ん

入
れ
て
「
先
生
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

集
ま
っ
た
よ
」
と
言
い
な
が
ら

登
園
し
て
来
た
り
し
ま
す
。「
お

父
さ
ん
の
会
社
で
も
集
め
た

の
」
と
か
、
こ
の
活
動
を
知
っ

て
、
地
域
の
方
が
「
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

に
入
れ
て
持
っ
て
来
て
く
だ
さ

っ
た
り
と
、
多
く
の
方
が
参
加

す
る
活
動
に
な
り
ま
し
た
。
園

児
た
ち
も
各
家
庭
か
ら
持
ち
込

ま
れ
る
キ
ャ
ッ
プ
の
洗
浄
や
袋

詰
め
等
を
手
伝
う
活
動
を
通
し

て
「
こ
の
蓋
を
た
く
さ
ん
集
め

る
と
世
界
の
お
友
だ
ち
が
病
気

に
な
ら
な
い
ん
だ
よ
」
と
、
共

に
学
び
あ
う
姿
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十

一
年
十
月
現
在
、
累
計
で
キ
ャ

ッ
プ
回
収
数
四
十
八
万
九
千
四

百
四
十
個
、
ワ
ク
チ
ン
購
入
数
六

百
十
一
人
分
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効

果
３
８
５
４
㎏
と
な
り
、
近
隣

の
小
中
学
校
よ
り
多
く
な
り
ま

し
た
。
幼
児
も
理
解
で
き
る
活

動
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
つ
な
ぐ

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動

附
属
幼
稚
園

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

十
月
三
日（
土
）、
茨
城
県
牛

久
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
音
楽

科
・
音
楽
コ
ー
ス
の
第
二
十
二

回
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
三
部
構

成
で
、
七
月
の〝
独
唱
・
独
奏
者

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
〞に
合
格
し

た
生
徒
た
ち
が
、
第
一
部
・
第
二

部
で
そ
れ
ぞ
れ
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第

二
部
の
最
後
で
は
、
中
学
音
楽

コ
ー
ス
三
年
生
と
高
校
音
楽
科

生
徒
全
員
に
よ
る
女
声
合
唱

で
、
ヘ
ン
デ
ル
の
「
メ
サ
イ
ア
」
よ

り
二
曲
が
演
奏
さ
れ
、
例
年
に

も
増
し
て
圧
倒
的
な
合
唱
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
部
で
は
、

本
校
音
楽
科
卒

業
生
で
現
在
本

校
音
楽
科
講
師

の
竹
内
沙
耶
香

さ
ん
と
吹
奏
楽

部
の
共
演
に
よ

り
、
ブ
ー
ト
ゥ

リ
ー
の「
デ
ィ
ヴ

ェ
ル
テ
ィ
メ
ン

ト
（
吹
奏
楽

版
）
」
が
演
奏

さ
れ
、
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
し
て
最

後
に
、
中
学
音

楽
コ
ー
ス
・
高

校
音
楽
科
全
員

が
吹
奏
楽
と
共

に
「
空
よ
り
高
く
」
を
合
唱
し
、

感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り

ま
し
た
。

音
楽
科
・
音
楽
コ
ー
ス

第
二
十
二
回

定
期
演
奏

九
月
二
十
七
日

（
日
）、
快
晴
の
青

空
の
も
と
、
第
二

十
七
回
体
育
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
藤
井

信
吾
取
手
市
長
に

ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
華
や
か
に
競

技
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
年
度

は
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
で
新
鮮
味
が
あ

り
、
生
徒
・
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て

盛
り
上
が
り
、
存

分
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
体
育
祭

で
し
た
。
そ
の
一

つ
は
新
種
目
の
導

入
で
す
。
ま
ず
は
、

中
学
生
全
員
に
よ

る
徒
競
走
を
行
い

ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
付
近
で
は
保

護
者
の
方
の
視
線
も
熱
く
注
が

れ
、
生
徒
も
全
力
で
駆
け
抜
け

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ち
び

っ
子
対
象
の
競
技
で
は
、
本
校

の
児
童
保
育
コ
ー
ス
の
生
徒
と

共
に
参
加
し
か
わ
い
ら
し
い
競

技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
予
想
を
は
る
か
に
上

回
る
六
十
名
で
、
賞
品
も
足
り

な
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
復
活
さ
せ
た
、
騎
馬

戦
・
棒
倒
し
・
教
員
種
目
で
は
、

真
剣
勝
負
に
対
す
る
熱
気
が

次
第
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
包
み
こ
ん
で
い
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
伝
統
の

組
体
操
を
体
育
科
生
徒
全
員
で

演
技
し
、
力
強
さ
と
華
や
か
な

ダ
ン
ス
で
締
め
く
く
る
こ
と
が

で
き
、
一
人
ひ
と
り
に
達
成
感

と
充
実
感
が
残
る
素
晴
ら
し
い

体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
十
七
回

体
育
祭

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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多
摩
中
央
幼
稚
園
で
は
毎

年
、「
勤
労
感
謝
の
日
」
に
合
わ

せ
て
、
日
ご
ろ
自
分
た
ち
の
地

域
の
方
や
先
生
方
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
訪
問

し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
り
、

見
学
し
て
い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
園
児
た
ち
の

手
作
り
で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
や
小

物
入
れ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ス
で
工
夫
し
て
作
り
ま
す
。
訪

問
先
も
桜
組
は
歯
科
医
院
や
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
梅
組
は
郵
便
局
や

駅
、
松
組
は
消
防
署
や
警
察
署

を
訪
問
し
、
日
ご
ろ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
松
組
が
訪
問
し
た
消

防
署
で
は
署
内
見
学
後
、

消
防
車
や
救
急
車
に
体
験

乗
車
し
た
り
、
消
防
服
を

着
た
り
と
園
児
た
ち
は
と

て
も
楽
し
く
参
加
し
ま
し

た
。
警
察
署
で
は
「
な
ぜ
パ

ト
カ
ー
は
黒
と
白
な
の
」

「
ど
う
し
た
ら
お
ま
わ
り
さ

ん
に
な
れ
る
の
」
な
ど
の

質
問
に
答
え
て
い
た
だ
い

た
り
、
交
通
安
全
の
ビ
デ

オ
を
見
た
り
し
て
交
通
ル

ー
ル
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
最
後
に
は
パ
ト

カ
ー
や
白
バ
イ
に
も
乗
せ

て
い
た
だ
き
、
園
児
た
ち

は
大
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

普
段
、
園
内
で
は
経
験
で
き

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
方
の
お
か
げ
で
生

活
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
る
こ
と
の
で
き
た
行
事
で

し
た
。

九
月
三
十
日（
水
）、
十
月
一

日（
木
）の
両
日
、
浦
安
市
立
日

の
出
中
学
校
二
年
生
六
十
八
名

が
手
作
り
の
玩
具
を
持
参
し
、

来
園
し
ま
し
た
。

園
児
と
遊
び
な
が
ら
、
安
全

や
衛
生
、
マ
ナ
ー
、
人
と
の
交

流
等
、
責
任
あ
る
行
動
が
で
き

る
よ
う
に
と
い
う
目
的
で
実
施

し
ま
し
た
。
中
学
生
は
ホ
ー
ル

に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
整
列
し
、

学
級
委
員
が
み
ん
な
を
代
表
し

て
、
挨
拶
し
ま
し
た
。
次
に
幼

稚
園
か
ら
聖
徳
学
園
創
立
者
の

建
学
の
精
神
お
よ

び
、
浦
安
幼
稚
園

に
つ
い
て
説
明
を

聞
い
た
後
、
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
期
待
い
っ
ぱ

い
、
満
面
の
笑
顔

で
待
っ
て
い
る
園

児
の
い
る
各
々
の

保
育
室
に
入
り
、

元
気
良
く
自
己
紹

介
を
し
ま
し
た
。

五
歳
児
は
待
っ

て
ま
し
た
と
ば
か

り
園
庭
に
出
て
、

早
速
ボ
ー
ル
蹴
り

を
始
め
、
広
い
中

学
生
の
背
中
に
飛

び
つ
く
園
児
も
い
ま
し
た
。
女
子

中
学
生
は
、
四
歳
児
に
手
製
の

フ
ェ
ル
ト
で
作
っ
た
、
ド
ラ
え

も
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
双
六
の

遊
び
方
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
笑
顔

に
な
っ
て
、
丸
く
輪
に
な
り
ま

し
た
。
室
内
ブ
ロ
ッ
ク
、
粘
土
等
、

遊
び
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

遊
ん
だ
後
の
後
片
付
け
も
園
児

と
一
緒
に
し
て
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
で
の
お
別
れ
の
挨

拶
の
後
、
ホ
ー
ル
に
全
員
集
合

し
、
学
級
委
員
か
ら
幼
稚
園
教

諭
に
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
中
学
生
は
園
児
全
員

で
作
る
花
道
で
、
笑
顔
で
握
手

を
し
、「
ま
た
来
て
ね
」「
あ
り

が
と
う
」
と
言
葉
を
交
わ
し
、

満
足
顔
で
帰
っ
て
い
き
ま
し

た
。
少
子
化
の
中
、
兄
妹
の
少

な
い
中
学
生
、
園
児
に
と
っ
て

は
、
ま
た
と
な
い
体
験
で
し
た
。

三
年
間
に
渡
っ
て
続
い
て
い
る

中
学
生
と
の
交
流
、
来
年
も
よ

り
実
り
多
い
機
会
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

九
月
二
十
日（
日
）、
空
高
く

青
空
が
広
が
る
中
、
第
三
幼
稚

園
の
秋
季
大
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
は
幼
稚
園
に
隣

接
し
て
い
る
公
園
で
行
わ
れ
、

当
日
を
迎
え
る
ま
で
に
は
、
保

護
者
の
か
た
が
た
に
も
公
園
の

整
備
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

当
日
の
朝
は
、
風
が
冷
た
く

気
温
が
気
に
な
り
ま
し
た
が
、

次
第
に
心
地
よ
い
陽
気
と
な
り
、

絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
今
年
度
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
こ
の
日

を
迎
え
ら
れ
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
響
き
渡

り
、
園
旗
、
優
勝
杯
、
そ
し
て
五

歳
児
松
組
が
胸
を
は
っ
て
入
場

で
す
。
し
っ
か
り
と
腕
を
振
り
、

列
を
な
し
て
の
入
場
は
成
長
の

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
開

会
式
の
後
、
満
三
歳
児
も
一
緒

に
か
け
っ
こ
を
行
い
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
目
指
し
て
一
生
懸
命
に

走
る
園
児
、
後
ろ
か
ら
促
さ
れ

て
走
る
園
児
と
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
が
、
お
父
様
、
お
母
様
、
そ
し

て
た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
か
た

が
た
の
声
援
を
背
に
、
皆
ゴ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
歳
児
の
遊
戯
で
は
身
体
を
大

き
く
上
下
、
左
右
に
動
か
し
、

友
達
と
一
緒
に
大
き
な
円
を
作

る
こ
と
が
で
き
、
拍
手
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

四
歳
児
の
大
玉
こ
ろ
が
し
で

は
、
ス
タ
ー
ト
前
に
は
、「
み
ん

な
頑
張
ろ
う
ね
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
、
競
争
心
の
高
ま
り
が

感
じ
ら
れ
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

競
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
玉
入
れ
で
は
そ
れ
ま
で
な

か
な
か
勝
て
な
か
っ
た
ク
ラ
ス

が
当
日
は
勝
ち
、
大
喜
び
で
数

を
数
え
て
い
た
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
五
歳
児
の
マ
ス

ゲ
ー
ム
で
は
、
色
と
り
ど
り
の

「
バ
ル
ー
ン
」
で
海
の
中
を
表
現

し
ま
し
た
。
友
達
の
動
き
を
感

じ
て
、
順
番
に
身
体
を
起
こ
し

た
り
、
倒
し
た
り
し
て
波
を
表

現
し
た
り
、
歩
幅
を
考
え
て
旋

回
し
た
り
、
空
間
を
捉
え
た
り
、

友
達
と
心
を
そ
ろ
え
、
五
歳
児

な
ら
で
は
の
マ
ス
ゲ
ー
ム
と
な
り

ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン
は
一
見
簡

単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
大
変

な
力
が
必
要
で
、
胸
郭
を
広
げ

る
運
動
の
要
素
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
頭
に
は
い
ろ
い
ろ
な
色

の
不
織
布
で
作
っ
た
魚
を
被
り
、

み
ん
な
で
気
持
ち
を
そ
ろ
え
て
、

力
い
っ
ぱ
い
引
っ
張
っ
て
大
き

な
魚
た
ち
の
家
を
作
っ
た
り
、

タ
コ
を
表
現
し
ま
し
た
。
フ
ィ

ナ
ー
レ
で
は
皆
、
笑
顔
で
達
成

感
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
し
た
。「
転
ん
で
も
泣
き
ま

せ
ん
。
最
後
ま
で
力
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
ま
す
」
の
宣
誓
の
通
り
、

皆
、
最
後
ま
で
泣
か
ず
に
力
い

っ
ぱ
い
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
、
運
動
会
を
終
え
た
後
、

子
ど
も
た
ち
も
、
保
護
者
の
か

た
が
た
も
笑
顔
で
降
園
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
運
動
会
を

通
じ
て
育
っ
た
ク
ラ
ス
意
識
や

仲
間
意
識
、
そ
し
て
達
成
感
や

競
争
心
を
今
後
の
保
育
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
か
っ
た

勤
労
感
謝
の
集
い

多
摩
中
央
幼
稚
園

中
学
生
と
の

楽
し
か
っ
た
交
流

附
属
浦
安
幼
稚
園

十
一
月
下
旬
に
作
品
展
が
行

わ
れ
ま
す
。
五
月
か
ら
描
い
た

り
、
作
っ
た
作
品
を
保
育
室
に

展
示
し
て
保
護
者
に
見
て
い
た

だ
く
作
品
展
で
す
。

母
の
日
を
通
し
て
お
母
さ
ん

の
顔
や
父
の
日
の
お
父
さ
ん
の

顔
を
、
同
じ
顔
で
も
技
法
を
変

え
て
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の
具
、
ち

ぎ
り
紙
、
ス
ポ
ン
ジ
で
た
た
い

て
色
を
出
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
技
法
も
学
年
の
発
達
段
階
に

応
じ
て
使
い
、
表
現
し
て
い
き

ま
す
。
空
き
箱
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
廃
材
品
や
粘
土
で
の
造
形

活
動
も
取
り
入
れ
、
作
品
を
作

り
ま
す
が
、
園
児
た
ち
の
製
作

過
程
の
中
で
工
夫
し
た
り
、
材

料
の
違
い
に
気
付
い
た
り
し
て

い
き
な
が
ら
楽
し
ん
で
描
い
た

り
、
作
っ
た
り
し
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

園
児
た
ち
の
中

に
は
描
い
た
り
、

作
っ
た
り
す
る
こ

と
を
得
意
と
す
る

子
も
い
ま
す
が
、

中
に
は
不
得
意
と

感
じ
る
子
も
い
ま

す
。
そ
の
園
児
た

ち
に
は
個
々
に
時

間
を
と
り
な
が
ら
、

周
り
を
気
に
せ
ず

取
り
組
む
方
法
で

作
品
を
完
成
さ
せ

た
り
、
み
ん
な
の
前

で
「
こ
ん
な
に
頑

張
っ
て
大
き
く
描

け
た
わ
ね
」
と
自

信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
導
い
て
い
ま
す
。

四
歳
児
、
五
歳
児
に
と
っ
て

は
、
共
同
制
作
を
通
し
て
み
ん

な
で
作
品
を
作
り
上
げ
る
喜
び

や
協
力
性
、
で
き
あ
が
っ
た
時

の
感
動
や
作
品
に
対
し
て
の
い

と
お
し
さ
を
知
る
心
の
育
ち
に

も
こ
の
作
品
展
が
生
か
さ
れ
て
、

最
後
ま
で
頑
張
る
力
も
養
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今

年
の
作
品
展
で
も
ま
た
、
色
と

り
ど
り
の
園
児
た
ち
の
作
品
が

保
育
室
に
飾
ら
れ
ま
す
。

作
品
展
で
造
形
発
表

三
田
幼
稚
園

学
期
ご
と
、
年
三
回
保
育
参

観
が
行
わ
れ
ま
す
。
二
学
期
の

保
育
参
観
は
、
運
動
会
・
遠
足
・

に
こ
に
こ
ま
つ
り
を
経
験
し
た

後
の
十
一
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

入
園
・
進
級
当
初
と
比
べ
、
友
達

や
教
師
と
の
か
か
わ
り
も
深
ま

り
、
幼
稚
園
生
活
を
楽
し
ん
で

い
る
姿
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ

う
そ
の
日
の
保
育
を
考
え
、
日

案
を
立
て
て
い
ま
す
。

昨
年
は
ミ
ニ
運
動
会
や
、
集

団
遊
び
、
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
保
育
参

観
の
た
め
の
保
育
で
は
な
く
、

日
々
の
遊
び
の
中
で
子
ど
も
た

ち
が
興
味
を
持
ち
、
楽
し
ん
で

い
る
姿
を
保
護
者
に
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
保

護
者
の
方
に
も
遊
び
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
親
子
で
十
分
に

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
り
な
が
ら

楽
し
め
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
時
に
は
主
活
動
に

製
作
を
取
り
入
れ
、
教
師
の
話

を
聞
き
な
が
ら
仕

上
げ
て
い
く
姿
や
、

仕
上
が
っ
た
達
成

感
や
満
足
感
を
味

わ
っ
て
い
る
姿
を

見
て
い
た
だ
い
た

年
も
あ
り
ま
し
た
。

毎
年
、
保
護
者
の

方
も
笑
顔
で
参
加

し
、
自
分
の
お
子

さ
ん
だ
け
で
な
く
、

ク
ラ
ス
全
体
を
温

か
く
見
守
り
、
一

人
ひ
と
り
の
成
長

に
拍
手
を
く
だ
さ

い
ま
す
。
新
し
い

ク
ラ
ス
に
慣
れ
な

か
っ
た
り
、
泣
い
て
ば
か
り
い

た
一
学
期
と
比
べ
、
集
団
生
活

の
中
で
の
一
人
ひ
と
り
の
成
長

を
見
て
、
感
じ
、
そ
し
て
一
緒

に
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
保
育
参

観
で
す
。

二
学
期
の
保
育
参
観

八
王
子
中
央
幼
稚
園

み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ

秋
季
大
運
動
会

附
属
第
三
幼
稚
園
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～ １月１４日（木） １月０８日（金） 

第１回入試 １月２０日（水） 
午前 
午後（選抜クラス入試） 

～ 入試日当日 １月０７日（木） 第2回入試 １月２２日（金） 
選抜クラス特待入試 １月２７日（水） 
第3回入試 ２月０６日（土） 

推薦入試 

一般入試 

単願 
併願 

１月１６日（土） 
１月１６日（土） 
または 

１月１７日（日） 

中
学 

高
校 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

普通科 
音楽科 

■聖徳大学附属中学校（女子）・高等学校（女子）

〈教職研究科（専門職学位課程）〉

一般入試 
社会人特別入試 
現職教員特別入試 

C （日） ２月０７日 ～ （火） （月） ２月０２日 １月１８日 

D （日） ３月０７日 ～ （火） （月） ３月０２日 ２月１５日 

入試日 願書受付期間 入試区分・日程 

推薦・専願入試 １２月０５日（土） ～ １２月０４日（金） １１月２７日（金） 
一般入試第１回 １月０６日（水） 

～ 入試当日 ８：００ １１月２７日（金） 
一般入試第２回 ２月０７日（日） 
推薦入試 １月９日（土） １２月１７日（木）・１２月１８日（金） 

１月１３日（水）・　１月１４日（木） 
一般入試 １月１８日（月） 
千葉県受験生対象 
併願推薦型入試 １月１７日（日） 

中
学 

高
校 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

平成22年度 入 試 日 程

■聖徳大学附属聖徳中学校（女子）・聖徳高等学校（女子）

Ⅱ期入試 １２月５日（土） 

入試日 願書受付期間 入試区分 

～ １２月０２日（水） １１月２６日（木） 

■聖徳大学附属小学校（共学）

■聖徳大学児童学部（女子）・人文学部（女子）・人間栄養学部（女子）
音楽学部（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

（日） １２月１３日 ～ （木） （火） １２月１０日 １１月２４日 

（日） ２月２１日 ～ （水） （火） ２月１７日 ２月２日 

入試日 願書受付期間 

一般入試 

B

C

（火） ３月０９日 ～ （金） （月） ３月５日 ２月２２日 D

入試区分・日程 

■聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

■聖徳大学児童学部（女子）・人文学部（女子）・
音楽学部（女子）編入学

前期 

後期 

後期 

前期 C １２月２０日（日） ～ １２月１８日（金） １１月３０日（月） 

E １２月２０日（日） ～ １２月１８日（金） １１月３０日（月） 
A １月２３日（土） ～ １月２２日（金） １月０６日（水） 
B ２月７日（日） ～ ２月０５日（金） １月２５日（月） 
C ２月２７日（土） ～ ２月２６日（金） ２月８日（月） 
D ３月１３日（土） ～ ３月１２日（金） ３月 １日（月） 

A １月２３日（土） ～ １月２２日（金） １月０６日（水） 
B ２月７日（日） ～ ２月０５日（金） １月２５日（月） 

２月２７日（土） C ～ ２月２６日（金） ２月８日（月） 
D ３月１３日（土） ～ ３月１２日（金） ３月 １日（月） 

Ａ
Ｏ
入
試 

推
薦
入
試 

特
別
入
試 

一
般
入
試 

入試日 願書受付期間 【前期・後期入試】入試区分・日程 

※AO入試 事前相談日程（先行日程含む）6月20日（土）～3月8日（月） 

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）

一般入試・社会人入試 

※音楽文化研究科は2/6（土）も入試あり（2日間実施）。 

C （日） ２月０７日 ～ （木） （月） １月２８日 １月１８日 

入試日 ※ 願書受付期間 入試区分・日程 

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

※音楽文化研究科は2/6（土）も入試あり（2日間実施）。 

一般入試・社会人特別入試 
私費留学生特別入試 C （日） ２月０７日 ～ （火） （月） ２月０２日 １月１８日 

入試日 ※ 願書受付期間 入試区分・日程 

〈博士前期課程〉

全学全学科統一入試 ～ （月） （水） ２月 １日 １月２０日 

～ （水） （火） ２月１７日 ２月２日 

～ （水） （木） ２月１７日 １月７日 

～ （日） （金） ２４日 １月２２日 

ＡＯ入試  後期 

～ （金） （木） １月１５日 １月７日 

～ （日） （土） ２１日 ２月２０日 
※入試日自由選択制 

～ （日） （金） ２４日 １月２２日 
ただし、音楽学部の実技等のみ 
本学の個別学力試験なし。 

※音楽学部は実技も実施 

※入試日自由選択制 

※入試日自由選択制 

公募推薦入試 

自己推薦入試 

地域特別推薦入試 

後期 

特別奨学生入試 
　　　（科目試験方式） 
特別奨学生入試 
　（センター試験方式） 

一般入試 

センタ－試験入試 

後期 

A

一般入試 

センタ－試験入試 
B

～ （木） （火） １２月１０日 １１月２４日 

～ （火） （木） １月１９日 １月７日 

（日） １２月１３日 

（水・祝） １２月２３日 

（土） 

（土） 

１月２３日 

（金） ２月５日 

面接のみ １月２３日 

B ～ （土） （火） １２月１９日 １２月 １日 
入試日 願書受付期間 入試区分・日程 

～ （日） （土） ２１日 ２月２０日 
ただし、音楽学部の実技等のみ 
本学の個別学力試験なし。 

※入試日自由選択制 

（日） １２月１３日 ～ （木） （火） １２月１０日 １１月２４日 

（日） ２月２１日 ～ （水） （火） ２月１７日 ２月２日 

入試日 願書受付期間 

一般入試 
学士入試 
社会人特別入試 

B

C

（火） ３月０９日 ～ （金） （月） ３月５日 ２月２２日 D

入試区分・日程 

社会人特別入試 
私費留学生特別入試 
帰国子女特別入試 
私費留学生特別奨学生入試 
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉 
　　  特別奨学推薦入試 

B ～ （火） （木） １月１９日 １月７日 （日） １月２４日 

C ～ （金） （月） ３月５日 ２月２２日 （火） ３月０９日 

～ （金） （月） ３月５日 ２月２２日 

～ （水） （月） ３月１０日 ２月２２日 

～ （金） （月） ３月５日 ２月２２日 

※入試日自由選択制 
～ （水） （火） １０日 ３月０９日 一般入試 

センタ－試験入試 
C

地区・ターミナル試験場受験 
（土） １月２３日 一般入試 

日程 ～ （火） （木） １月１９日 １月７日 

（金） ２月０５日 全学入試 
日程 ～ （月） （水） ２月 １日 １月２０日 

入試日 願書受付期間 入試区分・日程 

※ただし、音楽学部のみ 
～ （水） （火） １０日 ３月０９日 

ただし、音楽学部の実技等のみ 
本学の個別学力試験なし。 

※入試日自由選択制 

信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1

〈 ご 利 用 料 金 〉 〈 ご 予 約 〉

施設の詳細などは本学園HPでご覧いただけます。どうぞご覧ください！
http://www.seitoku.jp/gakuen/house/

長野県佐久市に学園のセミナーハウス・かすが荘があります。そこから
車で４０分のところに影絵美術館があります。今年も専門学校の学外研修や、
附属中学・高等学校の校外学習で見学に訪れました。
ここには、影絵作家　藤城清治氏の
作品が数多く展示され、幻想的な雰囲
気の漂う空間が演出されています。特
に、世界一大きい和紙のきり絵には圧
倒されます。また、水に映る影絵を鑑
賞する作品は印象的でした。そして、
併設された博物館にはガラス細工や
オルゴールが展示され、世界遺産のピアノ「アンピコＢ・アンピクローン」
をみることができます。お問い合わせ先　0266-68-2100（池の平ホテル）

世界一大きい和紙のきり絵のある美術館
〈周辺の観光スポットご案内〉

聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）では、冬期
（Ⅲ期１～３月）に下記のさまざまなジャンルから
バリエーション豊かな約１８０の講座を開設いたし
ます。魅力的な講座を多数取り揃えておりますので、
ぜひご受講ください。 現在、申込受付中です。

開設
ジャンル

語学、文学、芸術・文化
健康・スポーツ、情報・ビジネス
料理、社会・福祉、生活・環境
教育・心理、特設講座

平成２１年度冬期 SOA 公開講座のご案内

講 座 名 講 師 名

※以上は抜粋。ほかにもさまざまな講座を開設します。
※詳細につきましては、どうぞお気軽に、生涯学習課０４７-３６５-３６０１までおたずねください。

■

■

■

■

■

■

■

■

生誕百年記念 ～太宰治の魅力に迫る

CD鑑賞講座：交響曲の歴史
教養としての聖書
日本語教育と日本人
韓国語の世界（初級）
ステップアップ、資産運用実践力！
平安貴族の文学と人生 ～『枕草子』『源氏物語』など～

仏教、西国巡礼 ～観音信仰の寺 （々1）

………………………………………八木　光昭ほか

……………………………………………………………坂崎　　紀

…………………………………………………………………………中村　七重

……………………………………………………………………近藤　圭一

……………………………………………………………………金　　美貞

………………………………………………鈴木　暁子

…………………宇留田初実

…………………………………………清水　眞澄

新規の開講予定講座より

ご予約・お問い合わせは
現地フロント係が承ります。

お気軽にお問い合わせください！

Tel.0267-52-2111

一般９,４００円～のところ

学生・教職員５,４００円～

卒業生・ご家族・同伴者８,３００円～

平成21年度 公開講演会のご案内第2回　

聖徳介護福祉士研究会（SKK）

平成21年度SKK年間テーマ 介護の基礎に戻ろう！

介護保険施設や在宅において、利用されてる方の抱える医療ニーズは、多種多様で、介護
従事者は、どこまでそのニーズに応えられるのか、応えていいのかという現実問題があります。
医療関係者との連携を考えるとき、医療行為に対する正しい知識や判断力、手法に不安を抱えて
いる介護従事者は少なくないと思います。
こうした実態のなか、ある調査では、正しい知識や技術を身に付けることで、医療行為に

対する認識が変化したという結果が明らかになりました。これらは、利用者の変化に敏速に
適応し、医療関係者とのスムーズな連携が可能になったことを示しているのではないでしょうか。

今回の講演会が、医療行為に関する知識習得の機会となって、医療関係者とのスムーズな
連携に役立てていただけたらと思います。
基礎を知って、日頃の悩みを解消しましょう！！！ みなさまのご参加お待ちしております。

日頃から「どこまでが医療行為?」
「これは医療行為なのに…」

「もっと医学知識を知りたい！！！」と感じながら
介護の現場で働いている方はいらっしゃいませんか？？？

Back to the basics of car
eBack to the basics of car
e

演題：「介護職のための医療講座」 講師：和田 忠志 先生
（あおぞら診療所　高知潮江　院長）

●日時：12月5日（土） 15：00（14：30 受付開始）～17：00（終了予定）

●定員：80名（先着順）

●会場：聖徳大学 1号館2階（1219視聴覚教室）

●申し込み締め切り：12月4日（金）

●費用：SKK会員 1,000円 一般 1,500円 学生 300円
（参加費は、当日受付にてお支払いください。）

（職場の同僚やお友達をお誘いあわせの上ご参加ください。）

聖徳大学短期大学部
介護福祉学科内
聖徳介護福祉士研究会
http://www.seitoku.jp/
kamiya20＠seitoku.ac.jp（紙谷）

Tel.047-365-1111（内線）5920
企画委員：大根・紙谷

●お問い合わせ・お申し込み

開設
ジャンル


